
                           （令和 2年 7月 27 日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（実践編）＞ 

 （ 日経平均でみる年間変動率 ） 

 

 今回は、株価の変動特性についてです。下表は、日経平均の前年末値から当年末値までの

上昇率（変動率（2））、当該年間高・安の変動幅を昨年末の日経平均で除した（変動率（1））

です。株式は変動率の大きな商品ですが、それでも年末を起点とした一年間の変動率（変動

率（2）は、意外と小さい年が多く、±10％以内に収まったのは、2001年～19年の 19年間

では、6回（年）、±20％以内では 12回（年）になります。この中で、特に大きく動いたの

は、2005 年の郵政民営化、13 年のアベノミクス初期、08 年のリーマン・ショック。この

時は、年間で 40％以上の上昇・下落でした。 

 一方、変動率（１）は、結構大きく動いていて 20％以下となったのは、この間 2年（回）。 

今年はコロナショックで、7月 22日までの途中経過ですが、31.8％となります。 

年間の安値で買って高値で売る、高値で売って安値で買い戻すようなことは「神業」です

が、それでも、マーケットの変動をうまく捉えることが重要なことを示しています。 

 

 


